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身につけさせたい力を明確にし，学び合い，想像力を高める体育学習 

－「河っ子祭りだ，ワッショイ」を通して－ 
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１．はじめに 

  「表現リズム遊び・表現運動」は，自己の心身を解放し，

リズムやイメージの世界に没入して踊ることが楽しい運動

である。そして，踊りで他者と共感・交流し合う楽しさや

喜びを味わうことができる運動である。「表現リズム遊び・

表現運動」では，心と体を揺さぶり，踊る楽しさや動きの

面白さにふれ，仲間とともに，いつの間にか「その気」に

なって活動していく過程を大切にしなければならない。で

ある。「みんなが違う」ことを認め，「多様だから面白い」と感じさせやすい領域である。 

「表現運動」の第５学年及び第６学年の目標は，「いろいろな題材から表したいイメージをとらえ，

即興的な表現や簡単なひとまとまりの表現で踊ることができるようにする。」である。即興的と言っ

ても，ただ思いつくままに踊るだけではなく，体育学習としての技能を意識して踊ること，そして

その身につけた技能を用いて，子どもたち同士で題材に合った動きを見つけていくことが大切であ

ると考えた。 

そこで，表現運動の技能を明らかにし，習得するための時間をまとめて設定することで，身につ

けさせたい力を確実に獲得させること，その力を使って，題材に合った新しい動きを想像し，児童

が関わり合いながら，表現していくことをめざし，主題を「身につけさせたい力を明確にし，学び

合い，想像力を高める体育学習」とした。 

２．指導の実際（全７時間） 

①学習過程と１単位時間の学習の流れの工夫 

学習過程の組み方は多様な方法が考えられ

るが，本実践では「習得」を単元前半に，「活

用・探究」を単元後半に意図的に配置した。

それは，即興的に体を動かしたりするなどの

表現活動の経験が尐ないという子どもの実態

をふまえ，単元の前半でしっかりと身につけ

させたい力を習得した後に，それを生かせる

学習場面を用意した方が，より効果的である

と考えたからである。 

また，本実践の習得の場面では，表現運動

の基本となる「体のくずし」「空間のくずし」

「リズムのくずし」「人間関係のくずし」の４つ

のくずしを意識して学習を進めていった。 

②学習内容の明確化 

 単元計画の中に「主なねらい」と「核となる

学習内容」を明記することによって学習内容の

明確化を図っている。この「核となる学習内容」

とは，その時間に身につけさせたい力を身につ

けるための主となる活動であり，闇雲に羅列す

ればよいというものではない。技能の系統性を  つけたい力構造図 

「河っ子祭りだ，ワッショイ！」単元計画 



十分考慮に入れながら計画されるべきものだと考える。そこで本実践では，その拠り所となる「つ

けたい力構造図」を作成することにした。縦軸が「技能の高まり」，横軸が「体育的活動の時間や

量」を表し， 単元前半から後半にかけて児童の様相が高まっていくことを示している。また，め

ざす子ども像に向けて，教師の手立てを絵や写真，図，簡単な言葉などにして加え，視覚的にも

分かりやすいものにした。この資料を作成することで，つけたい力を単元を通して常に意識しな

がら実践することができた。 

③効果的な指導 

 ＩＣＴの利便性と即時性を加味し，タブレット情報

端末機器を活用した。子どもたちの実態として，自己

が目標として，想像している動きと実際の動きに大き

なズレが生じる。これを，ＩＣＴを活用することで自

分の動きへの気づきにつながるようにした。また，使

う場面も精選し，習得場面では指導者がグループの中

の個々の動きを撮影してねらいとする動きを広めたり，

さらに良い動きにつなげるための資料にしたりした。

活用・探究場面では児童自身が固定したタブレットで

全体の動きを撮影し，自分たちが想像していた動きと

実際の動きが同じであるかを確認できるようにした。 

そして，タブレットを見ながらよりよい動きを作り出

していくための学び合いにつながるようにも考えた。

話し合いも活発となり，言語活動の充実を図ることが

できた。 

  １単位時間の学習の中で，学習目標に迫るための「核

となる言葉かけ」を意識して行った。児童の自発的な

活動を促したり，課題解決に向かう言語活動を活性化

させたりするために，教師がその時間に行う中心的な

言葉かけを行った。その結果，より児童の学習が問題

解決的に行われるようになった。 

④言語活動の充実 

振り返りの場を設定し，ふり返り板（横軸が技能面，縦軸が情意面）を活用して自己評価をし

た。この個人のふり返り板を持ち寄って，グループで伝え合ったり，「楽しさ」や「できばえ」

の値が低くなった友だちへの支援を考えたりすることで，グループ内での関わり合いができるよ

うにしていった。 

３．成果と今後の課題 

  本実践において，身につけさせたい力を明確にし，学習内容を吟味し，系統的に指導していくこ

とによって，基本的な技能や体力，知識を獲得するとともに，体育学習に対して満足感や成就感を

味わうことができた。また，友だちとの関わり合いを重視し，常にグループでの学習を進めていく

ことにより，友だちとコミュニケーションする力や問題を解決するための考える力が育ち，友だち

と一緒に活動する喜びを感じることができた。 

しかしながら，数人の児童には表したい感じやイメージに合わせて動きを作ったり，表現するこ

とに没入しきれていなかったりする姿もあった。１単位時間の学習の中で，個別の支援を行ってい

く必要を感じた。また，ＩＣＴを有効に活用し，新たな課題を発見することはできたが，その課題

を解決していくためのさらなる支援や手立てを考えていく必要がある。 

「核となる言葉かけ」を明記した指導案 

タブレット情報端末機器の活用の様子 


